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旭川校
岩見沢校（P16～）
芸術・スポーツ文化学科

札幌校
釧路校

北
海
道
教
育
大
学
に
は
、
札
幌
・
旭
川
・
釧
路
・
函
館
・

岩
見
沢
の
５
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。

「
教
育
大
学
」
と
い
う
だ
け
に
「
教
員
養
成
」
の
大
学

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
持
た
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
実
は
函
館
と
岩
見
沢
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
個
性
的
な
学
び
が
あ
る
の
で
す
。

函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
び
の
基
盤
は「
地
域
学
」（
国

際
地
域
学
科
）。

地
域
学
を
ベ
ー
ス
に
、
国
内
外
で
の
実
践
的
な
学
び

を
通
し
て
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
地
域
の
良
さ
を

発
見
す
る
力
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
企
画
力
、
実

行
力
、
そ
し
て
人
を
ま
と
め
る
力
を
獲
得
し
て
、〝
地

方
創
生
〞
に
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
と
し
て
成
長
し

ま
す
。

岩
見
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
び
の
基
盤
は
「
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
」（
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
）。

音
楽
や
美
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
技
量
を
磨
き
、
そ
れ
ら

が
人
を
癒
し
、
元
気
づ
け
、
一
体
感
や
絆
を
生
み
出

す
〝
文
化
力
〞
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

そ
の
応
用
の
た
め
に
市
場
調
査
を
含
め
た
ビ
ジ
ネ
ス

の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
身
に
つ
け
、
地
域
で
〝
生
き
甲
斐
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
〞
に
貢
献
し
て

地
域
を
活
性
化
で
き
る
人
材
と
し
て
成
長
し
ま
す
。

２
つ
の
学
科
が
教
員
養
成
課
程
と
大
き
く
違
う
の
は
、

何
を
め
ざ
す
の
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
学
ぶ
の
か
と

い
う
選
択
肢
が
、
あ
な
た
に
大
き
く
委
ね
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
。

で
す
が
一
度
道
を
決
め
た
な
ら
、
北
海
道
教
育
大
学

は
そ
の
夢
を
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

自
分
で
道
を

切
り
拓
く
、

２
つ
の
学
科
。

函館校（P06～）
国際地域学科

03 02

２つの学科の概要

Contents

02

04

06

14

16

 ２つの学科の概要

 ２つの学科の特色

 函館校「国際地域学科」の取り組み

 函館校と岩見沢校の施設

 岩見沢校「芸術･スポーツ文化学科」の
 取り組み



国
際
地
域
学
科

・ 
地
域
協
働
専
攻（
２
４
０
人
）

・ 

地
域
教
育
専
攻（
４
５
人
）

芸
術・ス
ポ
ー
ツ

文
化
学
科

・ 

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
２
５
人
）

・ 

音
楽
文
化
専
攻（
４
０
人
）

・ 

美
術
文
化
専
攻（
５
５
人
）

・ 

ス
ポ
ー
ツ
文
化
専
攻（
６
０
人
）

定
員 

１
８
０
人

定
員 

２
８
５
人

国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、

地
域
の
再
生･

活
性
化
を

担
う
人
に
な
る
。

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
を
、

地
域
の
課
題
解
決
や

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
。

教育課程の構造

学科ならではの取り組み

大学と地域の結節点

「ソーシャルクリニック（地域社会の診療所）」

▶地学協働で課題解決を目指す

地域の人々と協働しながら、地域課題を診断

し、処方箋（解決策）を書き、治療（解決策の実

践）します。平成28年度から、函館市、江差町、

知内町との間で始まり、江差町では、地域活性

化策の提言、観

光・移住の目的地

としての価値再

発見などに取り

組んでいます。

地球を体験

専門科目

異文化理解を深め、国際的な視野

を体験的に広げるための科目で、教

員の引率により海外渡航し、国際

機関や日本企業の海外支店を訪

問、NGOの海外協力活動の見学等

を行っています。平成28年度は、ア

メリカ、フランス、ポーランド、中国、

台湾、韓国、インドネシアの7ツアー

で、各10人が参加しました。

地域創生人材の育成

「寄附特別講座」

▶各界で活躍する人生の先輩から学ぶ
新日本スーパーマーケット協会と北洋銀行との連携により、

地域産業を担う高度な地域人材の育成とキャリアアップを目

的に実施しています。産業界や官界など、各界トップクラスの

方々を講師として迎え、平成28年度は全9回延べ約800人の

参加がありました。

学科ならではの取り組み

生き甲斐づくり

「あそびプロジェクト」

▶ロシア語で歌いましょう

ロシア語のアルファベットを学んで、「カチュー

シャ」「赤いサラファン」など、老若男女を問わず

歌えるロシアの歌を声楽の教員に学びながら、

一緒に歌うこ

とで息の長い

芸術活動に取

り組むきっかけ

をつくります。

健康づくり
「レッツ トライ！ アダプテッド・スポーツin岩見沢」

▶スポーツの多様な魅力を伝えます
障がい者や小さな子ども、高齢者など実践者に合わせるス

ポーツである「アダプテッド・スポーツ」の普及に取り組ん

でいます。具体的な活動としては、本学体育施設を活用し

てのスポーツ教室の開催・サポートなどを行っています。

「海外スタディーツアー」

▶国際機関や企業海外支店の
　活躍現場を見る

幅広い基礎知識・
理解

人文、社会、自然科
学分野における基礎
教養

地域性、国際性、コ
ミュニケーション能
力の育成

特色あるカリキュラム
まちづくり

岩見沢市の中心街ににぎわいをつ

くりだそうと、学生がまちに飛び込

んで岩見沢市内の商店主と連携し

「まちなか朝市」への出店の企画・

立案のみならず、当日の運営一切

を行いました。

「地域活性化プロジェクト」

▶まちなか朝市を
　盛り上げましょう

特色あるカリキュラム

共通基礎
科目

基礎教養
科目

現代地域
教養科目

教育課程の構造
専門科目

大学で学ぶための基礎となる資質を身につけます。

共通基礎
科目

基礎教養
科目

現代的
教養科目

岩見沢

に人を呼び寄せ、マチ

に活気を生むため何ができ

るかを考えました。岩見沢には自

然の豊かさ、落ち着いた街の雰囲

気があります。この企画に参加し

た私たち学生にとっても、地域

の将来を見つめ直すきっか

けになりました。

VOICE

学生が
身につける力

❶国際的な視野からの理解力

❷教育マインド

❸コミュニケーション能力

❹地域を活性化する力

▶▶▶ ▶

岩見沢校 函  館  校

教育学的視点とコミュニケーション能力、地域学の基礎を修得し、地域課
題への主体的取り組みを促す

学科共通科目

国際
協働

地域
政策

地域環境
科学

文化基礎科目　　文化共通科目　　ビジネス科目 教育マインド・コミュニケーション科目　　地域学入門科目
芸術やスポーツの社会における役割や意義に
ついて学び、ビジネスの観点から実践体験を
通して探究します。

学科共通科目

スポーツ
文化

芸術・
スポーツ
ビジネス

音楽
文化

美術
文化

地域実践
プロジェクト科目

学生が
身につける力

❶文化価値を生み出す力

❷地域の課題を解決する力

❸新たな文化ビジネスを発想

　する力

❹地域再生の核として活躍

　できる力

芸術・スポーツを活かして

函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
の

「
国
際
地
域
学
科
」と
、

岩
見
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の

「
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
」は
、

地
域
貢
献
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の

広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
対
象
に
し
て
お
り
、

進
路
に
も
多
様
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

未
知
の
世
界
で

自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、

現
場
に
触
れ
、課
題
解
決
を
模
索
す
る

実
践
的
な
学
び
。

あ
な
た
の
意
志
で

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
、

そ
の
た
め
の
力
を
、

こ
こ
で
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

05 04

VOICE

江差町で

は、人口減少が進む中で

の公共施設の運営の在り方や、地

域振興策を提案するための調査・研究

を行いました。惜しみない協力をしてくだ

さった地域の皆さんのおかげで、江差の人

びとの暮らしや生き様にも触れることがで

きました。過日、研究の成果を江差町の皆

さんに発表しましたが、今後のまちづく

りを考えるきっかけになればと思

います。

踏
み
出
せ

新
し
い

世
界
へ

２つの学科の特色

地域
教育



ホワイトハウス前で記念撮影

「海外スタディーツアー」は国際協働グ
ループの選択科目のひとつで、約7割
の学生が受講しています。国際機関や
企業、現地の大学などを訪問し、国際
的な視野を養います。訪問国はアメリカ
のほか、フランス、ポーランド、中国、台
湾、韓国、インドネシアの7つ（平成28年
度現在）です。

※ 海外スタディーツアーとは
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国
際
地
域
学
科
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
国
際
的
な
視
野
を
も
つ
人
材
」
を
養
成
す
る
こ
と
で
す
。

学
生
た
ち
は
海
外
留
学
や
海
外
大
学
の
学
生
と
交
流
す
る
な
ど
国
際
経
験
を
積
み
ま
す
。

こ
う
し
た
体
験
を
通
し
て
、
国
際
的
な
視
野
か
ら
現
代
社
会
の
諸
課
題
を
理
解
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、「
海
外
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」
と
「
日
本
―
カ
ナ
ダ
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日本－カナダ学生ワークショップを開催

カ
ナ
ダ
の
学
生
ら
と

テ
レ
ビ
会
議

　
函
館
校
の
学
生
と
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン

ト
大
学
の
学
生
ら
が
、
日
本
と
カ
ナ
ダ

の
地
方
都
市
に
お
け
る
人
口
減
少
問
題

に
つ
い
て
議
論
す
る
日
本
―
カ
ナ
ダ
学

生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ト
ロ
ン
ト

大
学
と
東
京
大
学
の
学
生
ら
を
中
心
に

構
成
さ
れ
る
学
生
団
体
「
カ
ナ
ダ
―
日

本
研
究
グ
ル
ー
プ
」
が
主
催
し
た
も
の

で
、本
学
の
学
生
の
ほ
か
に
、明
治
大
学
、

愛
知
県
立
大
学
の
計
５
大
学
の
学
生
が

参
加
し
、
各
大
学
を
テ
レ
ビ
会
議
で
つ

な
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
口
減
少
問
題
を
議
論

　
　
日
本
と
同
様
、
カ
ナ
ダ
で
も
地
方
都

市
の
人
口
減
少
は
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
カ
ナ
ダ
の
学
生
た
ち
が
興
味

を
持
つ
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
日
本
の
地
方
都
市
の
実
例
と
し

て
、
函
館
市
を
題
材
に
議
論
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

は
函
館
市
役
所
の
職
員
が
協
力
し
、
函

館
市
に
お
け
る
人
口
減
少
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

５
大
学
の
学
生
た
ち
は
、Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘

致
、
子
育
て
支
援
、
移
民
受
け
入
れ
な

ど
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
活
発
に

議
論
を
し
ま
し
た
。

国
際
的
な
視
野
か
ら
考
え
る

　
学
生
た
ち
は
カ
ナ
ダ
の
学
生
ら
と
の

議
論
を
通
し
て
、
地
方
都
市
の
問
題
に

つ
い
て
日
本
特
有
の
も
の
だ
け
で
な
い
、

他
国
と
の
共
通
性
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

海
外
の
様
々
な
対
策
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
国
際
的
な
視
野
か
ら
学
生
間
で

議
論
を
深
め
、
本
学
と
ト
ロ
ン
ト
大
学

等
と
の
共
同
研
究
に
発
展
さ
せ
て
い
く

計
画
で
す
。

海外スタディーツアーで海外研修

世
界
銀
行
や

国
連
本
部
を
視
察

　
海
外
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー※

は
海
外

の
企
業
や
国
際
機
関
な
ど
を
訪
問
し
、

異
文
化
理
解
を
深
め
、
国
際
的
な
視
野

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
授
業
で

す
。
ア
メ
リ
カ
・
ツ
ア
ー
で
は
、
ワ
シ

ン
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
。
国

際
連
合
本
部
や
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
な
ど
を
訪
ね
た
ほ
か
、
日
本
の

テ
レ
ビ
局
の
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
で
海
外

取
材
の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
国
連

や
世
界
銀
行
で
は
、
第
一
線
で
働
く
日

本
人
職
員
と
懇
談
し
、
仕
事
の
内
容
や

意
義
を
じ
っ
く
り
と
聞
い
て
、
世
界
で

活
躍
す
る
将
来
の
自
分
の
姿
に
夢
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
学
生
と
交
流

　
現
地
学
生
と
の
交
流
も
楽
し
み
の
一

つ
。
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
と
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
日
本
語
学
科

の
学
生
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
激
論
を
交
わ
し
た
り
、あ
っ

ち
向
い
て
ホ
イ
大
会
で
盛
り
上
が
っ
た

り
。
最
後
は
、
名
刺
を
交
換
し
て
、
メ
ー

ル
文
通
の
約
束
も
。

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る

　
教
員
が
引
率
し
て
い
る
も
の
の
、
ツ

ア
ー
を
仕
切
る
の
は
学
生
た
ち
。
英
語

で
道
を
尋
ね
た
り
、
チ
ケ
ッ
ト
を
手
配

す
る
な
ど
自
分
の
語
学
力
を
試
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
学
生
は
「
海

外
へ
再
度
行
き
た
い
」、「
仕
事
は
世
界

を
舞
台
に
」
な
ど
、
視
野
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

テレビ局のワシントン支局を訪問

アメリカの大学生と交流する学生たち

函館市役所の職員からの現状報告

国
際
的
な
視
野
か
ら

現
代
社
会
の
諸
課
題
を

理
解
す
る
力

H a k o d at e
0 10 1

t o p i c s

c a m p u s

国際連合安全保障理事会の
会議室を見学

ワークショップ参加者で記念撮影

海外体験型授業は、「海外スタディーツアー」の
ほか、「国際協働キャリア実習」、「国際協力実
習」、「海外日本語教育インターンシップ」、「国
際コミュニケーション短期研修」、「国際コミュニ
ケーション実習」などがあり、国際協働グループ
の学生は必ず１つ以上を受講します。函館校に
は、渡航費の一部を補助する制度があります。

海外体験型授業

c o l u m n

訪れた国のフードを堪能！

函館校には、協定校からの交換留学生を
はじめ、日本語・日本文化研修留学生、教
員研修留学生、交換教授などが多数訪
れています。授業や課外活動など様々な
場面で異文化への理解を深めることが
でき、国際的な視野を広げることができる
環境にあります。

函館で国際交流

c o l u m n

五稜郭公園で留学生とお花見！

各大学をテレビ会議でつないで議論

函館校「国際地域学科」の取り組み
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教
育
的
な
観
点
を
も
っ
て
地
域
社
会
の

諸
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
力

Q2 函館周辺には五稜郭のほかにも○稜郭があります。○に入る数字は何でしょうか？ クイズの答えはP10へ

0 2
H a k o d at e
0 20 2

t o p i c s

c a m p u s

A P07 のクイズの答えは…  １３

国
際
地
域
学
科
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
教
育
マ
イ
ン
ド
を
も
つ
人
材
」
を
養
成
す
る
こ
と
で
す
。

学
生
た
ち
は
教
育
学
部
で
教
育
の
本
質
を
学
び
ま
す
。
こ
う
し
た
学
び
を
通
し
て
、

教
育
的
な
観
点
を
も
っ
て
地
域
社
会
の
諸
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
大
学
と
企
業
が
連
携
し
た
「
寄
附
特
別
講
座
」
と
大
学
と
学
校
が
連
携
し
た

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
教
育
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ソーシャルスキル教育の実践

地
域
の
学
校
で
出
前
授
業

　
地
域
教
育
専
攻
の
本
田
真
大
研
究
室

の
学
生
は
子
ど
も
集
団
の
人
間
関
係
づ

く
り
や
い
じ
め
に
関
す
る
心
理
学
の
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
学
び
を

生
か
し
て
、
地
域
の
小
・
中
・
高
校
生

に
は
対
人
関
係
や
集
団
生
活
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
教

育
を
、
附
属
の
幼
稚
園
で
は
主
体
性
の

育
ち
を
支
え
る
異
年
齢
集
団
の
遊
び
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
集
団
の

人
間
関
係
づ
く
り

　
　
知
内
町
立
知
内
中
学
校
の
生
徒
は
、

「
障
害
が
あ
る
か
な
い
か
に
関
わ
ら
ず
共

に
学
び
、
共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在

り
方
」
と
し
て
、「
多
様
性
（
一
人
一
人

の
違
い
）
を
尊
重
す
る
姿
勢
」
を
学
習

し
ま
し
た
。
学
生
の
指
導
の
下
、
１
年

生
は
「
相
手
を
分
か
ろ
う
と
し
な
が
ら

協
力
す
る
こ
と
」、
２
年
生
は
「
配
慮
し

な
が
ら
自
己
主
張
し
あ
い
合
意
形
成
す

る
こ
と
」、
３
年
生
は
「
困
難
状
況
で
援

助
し
あ
う
こ
と
」
に
つ
い
て
小
グ
ル
ー

プ
の
体
験
活
動
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

い
じ
め
の
未
然
防
止
活
動

　
北
海
道
教
育
委
員
会
渡
島
教
育
局
が

開
催
す
る
「
ど
さ
ん
こ
☆
子
ど
も
地
区

会
議
」
に
て
、「
相
手
の
思
い
や
気
持
ち

を
考
え
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
学
生
が
小･

中･

高
校
生
の
グ
ル
ー

プ
に
参
加
し
、
い
じ
め
に
関
す
る
考
え

や
思
い
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
地
域
の
学
校
、
教
育
委
員

会
と
協
働
し
た
教
育
実
践
を
積
み
重
ね

て
、
よ
り
良
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
研
究
を
行
う
と

と
も
に
、
学
生
は
い
じ
め
や
不
登
校
を

予
防
す
る
教
育
相
談
の
方
法
を
学
び
、

心
理
学
的
な
子
ど
も
理
解
の
力
を
高
め
、

小
学
校
・
幼
稚
園
の
教
師
を
め
ざ
し
ま

す
。

寄附特別講座の開催

企
業
と
連
携
し
た
地
域

産
業
を
担
う
人
材
の
養
成

　
函
館
校
は
新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会
お
よ
び
北
洋
銀
行
と
連
携

し
、「
寄
附
特
別
講
座
」
を
平
成
27
年
度

か
ら
毎
年
開
講
し
て
い
ま
す
。
本
講
座

は
「
地
方
創
生
」
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
な
か
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
方
々
を
講
師
に
迎

え
、
地
域
産
業
を
担
う
高
度
な
人
材
の

養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

学
び
、
考
え
る

　
平
成
28
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
の

価
値
創
造
」。
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
の
西
本
伸
顕
社
長
は
、「
フ
ラ
ノ
マ

ル
シ
ェ
と
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、

民
間
主
導
で
市
街
地
活
性
化
に
つ
な
げ

た
こ
と
に
つ
い
て
講
話
し
ま
し
た
。
ま

た
、
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
の
新
井
毅
内
閣
審
議
官
は「
政

府
が
進
め
る
地
方
創
生
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
地
方
創
生
の
背
景
や
目
指
す

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

講
話
の
後
、
函
館
を
含
む
道
南
地
域
の

価
値
創
造
を
今
後
い
か
に
実
現
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
、
学
生
が
一
般
市
民
と

と
も
に
考
え
ま
し
た
。

経
営
ト
ッ
プ
か
ら
の

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会

の
横
山
清
会
長
、
北
洋
銀
行
の
石
井
純

二
頭
取
の
経
営
ト
ッ
プ
２
人
と
、
本
学

の
蛇
穴
治
夫
学
長
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
は
、
地
域
創
生
人

材
を
生
み
出
す
た
め
に
は
教
育
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
を
担
う
学
生
に
対
し
、

「
在
学
中
に
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
、

失
敗
を
恐
れ
ず
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

中学校での出前授業の様子出前授業の指導案とワークブック

地方創生について講話する講師

寄附特別講座の様子

寄附特別講座では、実際に様々な活動に尽力されている方々の
お話を聞くことができ、知識だけでなく、経験を伴った内容から感じ
られる「現実」を学ぶことができました。新たに国際地域学科となっ
た函館校の学生たちが多く利用していくべきイベントのひとつだと
思っています。

熊野 心平さん
地域政策グループ２年

神内 瑚伯さん
国際協働グループ２年

寄附特別講座を
受講した

寄附特別講座で「現実」を学びました

経営トップによるパネルディスカッション

学生たちと対話する講師

高等学校での出前授業の様子

村田幸恵さん（地域教育専攻２年）が国際ボラン
ティア大賞２０１６北日本大会で優勝し、全国大会
に出場しました。村田さんはベトナムを訪れ、小学校
でボランティア活動に参加。「貧しくても楽しく勉強し
ている姿から幸せの形は人それぞれだと感じた」とし
た上で、「今後も子どもたちの学びを応援したい」と
抱負を語りました。

「国際ボランティア大賞」
全国大会出場

c o l u m n

ベトナムの小学校でボランティア活動

函館校「国際地域学科」の取り組み
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多
様
な
文
化
・
価
値
観
・
背
景
を
も
っ
た
人
々
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力

函館校の学生と地域の中学生・高校生
の約60人が函館市民会館で全編英語
のミュージカル“Beginning Of May”を
上演しました。文化的障壁を打ち壊して
いくポリネシアの若い女性のストーリーを
演じ、歌い、踊り、音楽で表現し、約200人
の観客から大きな拍手喝采を受けまし
た。

英語ミュージカル

c o l u m n

Q3 平成元年に制定された函館市の魚はなんでしょうか？ クイズの答えはP12へ

0 3
H a k o d at e
0 30 3

t o p i c s

c a m p u s

A P09 のクイズの答えは…  三、四、七

国
際
地
域
学
科
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
発
揮
す
る
人
材
」
を

養
成
す
る
こ
と
で
す
。

学
生
た
ち
は
外
国
語
能
力
を
基
盤
に
、
多
様
な
文
化
・
価
値
観
・
背
景
を
も
っ
た
人
々
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
函
館
地
区
の
大
学
生
が
参
加
す
る
「
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
と

必
修
科
目
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

外国人の目線で函館の国際化を考える

外
国
人
と
協
働
で

国
際
化
を
考
え
る

　
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト※

の
ひ
と
つ
「
外

国
人
の
目
線
で
函
館
の
国
際
化
を
考
え

る
」
を
受
講
す
る
学
生
た
ち
は
、
函
館

市
内
お
よ
び
近
郊
に
住
む
外
国
人
を
対

象
に
函
館
で
の
生
活
や
印
象
に
つ
い
て

調
査
し
、
国
際
都
市
化
へ
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
函
館
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

を
検
討
す
る「
総
合
計
画
策
定
庁
内
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
の
職
員
と
意
見
交
換

会
を
実
施
し
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

外
国
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
調
査
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ネ
パ
ー
ル
、

ウ
ガ
ン
ダ
な
ど
20
の
国
・
地
域
出
身
の

函
館
在
住
外
国
人
約
70
人
に
直
接
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
函
館
は
住
み
や
す
い
」
と

答
え
た
人
が
９
割
に
達
し
た
の
に
対
し
、

「
函
館
は
国
際
的
な
街
と
は
言
え
な
い
」

と
回
答
し
た
人
が
６
割
近
く
も
い
ま
し

た
。
学
生
た
ち
は
調
査
結
果
と
外
国
人

の
意
見
を
も
と
に
、①
多
言
語
の
学
生
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
、②
外
国
人
が

自
国
の
文
化
を
発
信
す
る
交
流
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、③
外
国
人
の
ま
ち
づ
く
り
参

加
を
目
指
し
た
「
多
文
化
共
生
・
円
卓

会
議
」
の
設
置
、
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を

ま
と
め
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

　
学
生
た
ち
は
調
査
結
果
と
提
言
を
函

館
市
役
所
で
発
表
し
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
若
手
職
員
主
体

の
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
、
学
生

の
調
査
結
果
を
総
合
計
画
策
定
の
参
考

に
し
た
い
と
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
函
館
市
役
所
と
の
連
携
を
一
段

と
強
め
、
函
館
の
国
際
化
に
向
け
た
実

践
活
動
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

英語プレゼンテーションコンテスト

英
語
プ
レ
ゼ
ン
力
を
競
う

　
函
館
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
は
自
分
た
ち
の
意
見
や
主
張

を
英
語
で
発
表
す
る
大
会
で
、
例
年
12

月
に
函
館
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

函
館
校
の
学
生
の
ほ
か
、
北
海
道
大
学

水
産
学
部
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
、

東
京
理
科
大
学
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
な

ど
、
道
南
地
域
に
あ
る
大
学
の
学
生
が

２
〜
３
人
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
流
暢

な
英
語
と
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

話
題
性
と
説
得
力
で
勝
負

　
自
分
た
ち
の
身
近
に
あ
る
問
題
や
地

域
の
課
題
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
解
決

す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
英
語
で

提
案
し
ま
す
。
そ
の
際
、
正
確
で
わ
か

り
や
す
い
英
語
で
表
現
す
る
だ
け
で
な

く
、
話
題
性
の
あ
る
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
た
り
、
数
字
や
グ
ラ
フ
で
デ
ー
タ
を

示
し
た
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
写
真
を

交
え
て
視
覚
に
訴
え
た
り
、
論
理
的
に

議
論
を
展
開
し
て
い
く
な
ど
、
説
得
力

の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
こ
と
で
、
聴

衆
や
審
査
員
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
約

８
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
の
後
に
は
、
審
査

員
と
英
語
で
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。

函
館
校
の
学
生
が
活
躍

　
平
成
27
年
度
の
第
３
回
大
会
で
は
、

各
大
学
か
ら
合
計
12
チ
ー
ム
が
出
場
し

た
な
か
、
函
館
校
の
学
生
チ
ー
ム
が
見

事
優
勝
し
、
優
勝
カ
ッ
プ
と
副
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。「D

esigning H
akodate 

T
o

u
rism

 w
ith

 th
e

 H
o

kka
id

o
 

S
hinkansen

：
函
館
の
特
色
を
生
か
し

た
北
海
道
の
玄
関
口
と
は
」と
い
う
テ
ー

マ
は
話
題
性
が
あ
っ
た
と
と
も
に
、
発

表
者
の
優
れ
た
英
語
力
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

国際地域学科の必修科目「地域プロジェクト」
は、学生がグループを形成して協働で地域課
題解決のためのプロジェクトを構想し、地域の
人々とも連携して遂行し、その成果を大学と
地域に対して公表するという科目です。プロ
ジェクトの総数は毎年40を超え、これほど多く
のプロジェクトを実施する大学は全国でも類
を見ません。

※ 地域プロジェクトとは

函館在住の外国人にインタビューする様子

厳正な審査が行われます

函館市役所職員に調査結果を報告

函館での生活について意見を聞く様子

外国人に質問する学生たち

北海道新幹線をテーマにした発表

被り物で会場を沸かす発表者たち

ジェスチャーを交えた発表

外国人だからといって特別じゃ
ない。暮らしやすい街は地元民
にとっても同じだと知りました。

白 幡  碧 さ ん
国際協働グループ３年

調査に
参加した

英語ミュージカルを上演♪

函館校「国際地域学科」の取り組み



巡行に参加する女子学生たち

13 12

国
際
地
域
学
科
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
地
域
を
活
性
化
で
き
る
人
材
」
を
養
成
す
る
こ
と
で
す
。

学
生
た
ち
は
授
業
や
ゼ
ミ
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
道
南
地
域
を
中
心
に
、
地
域
の
諸
課
題
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
再
生
・
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
大
学
と
自
治
体
の
協
働
事
業
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と

必
修
科
目
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
諸
課
題
を
理
解
し
、

地
域
の
再
生
を
推
進
す
る
力

道南の優良企業を紹介する「リクルートブック」を刊行

道
南
の
優
良
企
業
を
紹
介

　
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
「
道

南
地
域
企
業
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
道
南
の
優
良
企
業
を
紹
介
す
る

「
リ
ク
ル
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
を
刊
行
し
ま
し

た
。
現
状
は
道
南
で
就
職
し
た
い
学
生

が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
の
情

報
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、
就
職
活
動

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
企
画
。
北
海

道
中
小
企
業
家
同
友
会
函
館
支
部
を
通

じ
て
、
17
社
の
企
業
ト
ッ
プ
や
若
手
社

員
に
会
っ
て
取
材
を
重
ね
、
冊
子
に
ま

と
め
ま
し
た
。

企
業
情
報
や

社
会
人
の
働
き
方
を
掲
載

　
　
リ
ク
ル
ー
ト
ブ
ッ
ク
に
は
、
企
業
理

念
や
業
務
内
容
、
売
上
額
な
ど
の
企
業

情
報
を
掲
載
。
さ
ら
に
、
社
員
の
休
日

の
過
ご
し
方
な
ど
、
社
会
人
の
働
き
方

に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ

ク
ル
ー
ト
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
た
と
き
に

は
、
取
材
し
た
企
業
を
招
待
し
て
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

道
南
企
業
へ
の
就
職
を
応
援

　
リ
ク
ル
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
函
館
校
セ
ン
タ
ー
内
で
自
由

に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
北
海
道
教
育
大
学
の
各
キ
ャ
ン
パ

ス
や
函
館
市
内
の
他
大
学
に
も
寄
贈
さ

れ
て
い
ま
す
。
函
館
校
の
卒
業
生
が
道

南
の
企
業
等
に
就
職
す
る
割
合
は
約

15
％（
平
成
28
年
３
月
卒
）。
学
生
が
も
っ

と
道
南
の
企
業
を
知
る
契
機
に
な
れ
ば
、

就
職
す
る
学
生
も
増
え
、
地
域
産
業
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

ソーシャルクリニック「エエまちづくり」に参加

江
差
町

エ
エ
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

　
函
館
校
と
江
差
町
の
協
働
事
業
「
江

差
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク※

」
で
は
、

「
エ
エ
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
ま
ち

あ
る
き
ツ
ア
ー
や
姥
神
（
う
ば
が
み
）

大
神
宮
渡
御
祭
（
と
ぎ
ょ
さ
い
）
の
参

加
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

散
策
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

　
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
学

生
た
ち
は
、
地
域
住
民
の
案
内
に
従
っ

て
、
歴
史
的
な
建
物
が
並
ぶ
「
い
に
し

え
街
道
」
や
、
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
「
か
も
め
島
」
な
ど
を
散
策
。
さ
ら

に
江
差
町
長
か
ら
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
観
光
振
興
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
出
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
最
古
の

祭
り
を
盛
り
上
げ
る

　
江
差
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
は
３
７
０

有
余
年
の
歴
史
を
誇
る
北
海
道
最
古
の

祭
り
で
す
。
男
子
学
生
は
神
輿
行
列
に
、

女
子
学
生
は
本
町
清
正
山
の
曳
山
巡
行

に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
通
じ

て
、
江
差
町
の
歴
史
や
伝
統
、
地
域
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
祭
り
を

ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
の
か
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

江差町長から説明を受ける様子

リクルートブック完成報告会

かもめ島からの景色を眺める学生たち

学生制作のリクルートブック

道南企業で取材する学生たち

若手社員にインタビューする様子

いにしえ街道で説明を受ける学生たち

神輿行列に参加する男子学生たち

Q4 函館山は昔は海に浮かぶ島でした。陸とつながったのはいつ頃でしょうか？ クイズの答えはP14へ A P11 のクイズの答えは…  イカ（軟体動物ですが…）

H a k o d at e
0 40 4

t o p i c s

c a m p u s

ソーシャルクリニックとは「地域社会の診療
所」を意味する造語。観光振興や福祉など
地域課題の解決に向けて、学生たちが地
域住民と一緒に、地域課題の診断（現状確
認・調査）、処方（解決策の提案）、治療（解
決策の実践）を行います。この活動を通じ
て、学生はまちづくりや地域振興を担うため
に必要な知識とスキルを身につけます。

※ ソーシャルクリニックとは

編集に苦労しましたが、企画の段
階から時間をかけて、企業の取材
も十分にできました。地域活性化の
ためにも、道南の企業を学生のみ
なさんにもっと知って欲しいです。

貞 廣  慎 太 朗 さ ん
国際協働グループ３年

プロジェクトの
代表を務めた

北海道と青森県主催の北海道新幹線を使った旅行企
画のアイディアコンペ「学生発！津軽海峡周遊プロジェ
クト～新幹線でつながる青森県・北海道～」において、
函館校の勘田祐花さんと児玉香織さん（国際協働グ
ループ3年）が最優秀賞に選ばれました。二人が提案し
たのは「3つのまちあるきと、地元で愛される食やスイー
ツを楽しむ旅」と題した2泊3日で青森を楽しむ旅行企
画。受賞したプランをもとに、ガイドブックが制作され、テ
レビ番組も放映されました。

青函旅行企画コンペで最優秀賞受賞

c o l u m n

私たちが最優秀賞を受賞しました！

函館校「国際地域学科」の取り組み



eラーニング
や講習会で

徹底的に鍛
えよう！ビジネスを実践的に学ぼう！

語学を

身につけるなら

ぜひここで
！

学生の成
果や

作品発表も

4Kシア
ターで！

使ってみたく
なっちゃうかも？ とっても個性的！

15

Q5
岩見沢駅前には、高さ 20 メートルを超える「生きている化石」といわれるシンボルツリーがあります。
ではその名前は何というのでしょうか？ クイズの答えはP16へ

14

A P13 のクイズの答えは…  約 5000 年前

外国語自律学習ステーション
(SALLS)

作品展示・研究発表で
活用しているよ！

自分の目的に合った教材・勉強方法で気軽に外国語を学習できる場所です。
図書教材約630点、視聴覚教材約400点を取り揃え、ネイティブ教員による
個別指導やワークショップの開催など、さまざまな形でサポートします。

映画やリスニング教材などを視聴できる
個別学習室と、発表やディスカッションに
適したグループ学習室があります。人気の
「超字幕」シリーズも多数！

美術展や音楽会、パブリック
ビューイングやワークショップ、
イベントなどで活用。新たな地
域文化や創造的な市民生活の
提供の場を目指しています。

海外からの留学生と気軽に触れ合える、多
文化コミュニケーション空間です。リラッ
クスした会話を通じて、自然と外国語が身
についていく環境を提供します。札幌市中央区北1条東2丁目4番地

岩見沢駅舎内に開設した市民と
学生の活動情報拠点。芸術・ス
ポーツに関する情報の発信を通
して岩見沢校を紹介しています。

岩見沢市有明町南1番地1
有明交流プラザ2階

ラーニングポケット

アーツ＆スポーツ
文化複合施設（HUG） i-BOX

ラーニングカフェ

シアタールームシアタールーム

CALL1・2教室CALL1・2教室

受付カウンター受付カウンター

コンピュータルーム
コンピュータルーム

自学・自習の場

としても使えま
す！ コミュニケーショ

ンスペースコミュニケーショ
ンスペース

グループインタビュールーム　
グループインタビュールーム　

自分だけの勉強方法を見つけよう！

キャンパスの外にも自慢の施設が！

岩見沢校の な施設 函館校の な施設

1階にはコンピュータルーム、シアタールーム、
グループインタビュールームやコミュニケーションスペースを、
2階には教養教育から専門教育までの
幅広いカリキュラムに対応する
アクティブラーニング教室を整備。
学生の多様なニーズに合わせた学習環境を整えています。

ひときわモダンな建物の中には、語学学習を支援する最新機器を備えた教室や、
豊富な教材を完備したゆったりとした学習スペースが広がっています。
将来グローバル社会で活躍したいと考えているみなさんに、
語学学習と国際交流に関わるさまざまな支援を提供する施設です。

地域
文化活動棟

地域
文化活動棟

マルチメディア
国際語学
センター

マルチメディア
国際語学
センター

専門教員が留学の質問や不安にお答えします！

函館校と岩見沢校の施設
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Q6
岩見沢市で、現在１番広い面積でつくられている作物は次のどれだと思いますか ?
①　お米　②　たまねぎ　③　小麦 クイズの答えはP18へ

A P15 のクイズの答えは…  メタセコイアです。
「Project Xmas」という地元の冬のイベントで、LED によるイルミネーションを施されることもあります。

岩見沢校「芸術・スポーツ文化学科」の取り組み

I WAM I Z AWA
0 10 1

t o p i c s

c a m p u s

新しくて大きな体育館で思いっきりあそびます

煙で燻すだけでこうも変わるもの
なのでしょうか

音
楽
以
外
の
世
界
に
も
繋
が
る
も
の
で

す
。「
カ
ッ
プ
ス
」
と
い
う
リ
ズ
ム
あ
そ

び
を
、
音
楽
の
要
素
を
使
っ
て
遊
び
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
あ
る
い
は
親
子
で
覚
え

て
、
盛
り
上
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

バ
ル
シ
ュ
ー
レ

　
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
は
、
ド
イ
ツ
の
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
開
発
さ
れ
た
ボ
ー

ル
運
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
子
ど
も

が
あ
そ
び
の
感
覚
で
夢
中
に
な
っ
て
プ

レ
ー
し
な
が
ら
、
多
く
の
ボ
ー
ル
ゲ
ー

ム
の
土
台
と
な
る
基
本
的
技
能
を
身
に

つ
け
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

地
域
と
の
連
携
も
大
事
に

　
一
方
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

学
の
研
究
室
や
学
生
団
体
の
企
画
だ
け

で
は
な
く
、
岩
見
沢
市
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
美
術
館
等
の
団
体
を
招
き
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
学
生
た
ち
は
、
様
々
な
学
外
団
体

の
企
画
・
運
営
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
で
、
ま
た
、
そ
の
学
外
団
体
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
画
し
、
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
で
新
た
な
知
見
を
得
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
」
の

「
か
た
ち
」
を
作
ろ
う
！

　
安
田
侃
彫
刻
美
術
館
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ

ツ
ァ
美
唄
で
行
っ
て
い
る
「
こ
こ
ろ
を

彫
る
授
業
」
の
出
張
版
と
し
て
実
際
に

大
理
石
や
軟
石
に
触
れ
、
削
り
、
彫
る

体
験
を
し
ま
す
。
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
ビ

ジ
ネ
ス
専
攻
の
学
生
が
運
営
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。

燻
製
講
座

　
燻
製
に
し
た
い
食
材
を
持
ち
寄
り
、
実

際
に
燻
製
を
作
る
講
座
で
す
。
地
域
の
燻

製
販
売
店
が
企
画
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
専
攻
（
ア
ウ

ト
ド
ア
・
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
）
の
学
生
が
運

営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

あ
そ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

　
あ
そ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト※

で
は
、
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
の「
音
楽
」、「
美

術
」、「
ス
ポ
ー
ツ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
活
か
し
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
視
点
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
教
員
・
学
生
が
一
丸

と
な
り
、
主
に
体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
毎
回
30
種
類
程
度
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
２
月
の
第
１
回
目
に
始
ま

り
、
平
成
28
年
10
月
ま
で
に
計
８
回
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
５
，５
０
０
人

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
学
の
仕
掛
け
で

学
生
の
や
る
気
を
喚
起

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
各
教
員
や
学
生
に
対
し
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
募
集
を
か
け
る
と
こ
ろ
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
こ

れ
ま
で
学
ん
だ
成
果
を
い
か
に
地
域
に

還
元
す
る
か
、
小
学
生
を
は
じ
め
と
し

た
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
企

画
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
、

計
画
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
当
日
は
、
一
般
市
民

と
接
す
る
こ
と
を
通
し
て
社
会
を
体
験

し
、
ま
た
、
教
員
か
ら
の
指
導
・
助
言

を
受
け
、
一
回
り
大
き
く
成
長
し
ま
す
。

　
い
く
つ
か
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
例
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ

楽
し
い
リ
ズ
ム
学
校
へ
！

　「
リ
ズ
ム
」
は
、
音
楽
に
お
い
て
基
本

的
か
つ
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
す
が
、

平成２６年１月に竣工。各種
公式試合に対応したコートサ
イズを確保、アリーナと関連
の深い運動分析室、情報分
析室、戦略分析室を配置し、
外部運動施設も利用可能な
ＷＣ、更衣室も完備されてい
ます。

岩見沢校第３体育館

c o l u m n

芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の

文
化
価
値
を
生
み
出
す
力

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
の
設
置
を
契
機
に
、

音
楽
・
美
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
で
あ
る
「
あ
そ
び
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
あ
そ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

岩
見
沢
校
の
施
設
を
開
放
し
、
学
生
た
ち
が
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
で
学
び
、

獲
得
し
た
知
識
・
技
術
を
地
域
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

話題のプロジェクションマッピングにも挑戦

冬季には野外でもプログラムを展開します 第８回のチラシ
「秋の１日を大学で遊ぼ！」

毎回一般市民が大勢参加するあそび
プロジェクト

子どもたちはボールあそびが大好き

「こころ」の「かたち」ってむずかしいけれど楽しい

リズムあそびは身体で音楽を感じられます 子どもたちとの「あそび」が学生にも貴重な体験に

※あそびプロジェクトについては、P05もご参照ください。

芸術・スポーツ・ビジネスがあそびプロ   ジェクトで一丸となる



涼やかな海のイメージに
生まれ変わったバス待合所
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地
域
の
行
政
と
の
交
渉
や

市
民
と
の
交
流

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
何
も
か
も

が
初
め
て
で
、
実
際
の
作
品
制
作
だ
け

で
な
く
、
学
生
だ
け
の
力
で
岩
見
沢
市

に
提
案
書
を
出
し
た
り
、
土
地
所
有
者

の
道
な
ど
か
ら
使
用
許
可
を
得
た
り
し

て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
学

生
が
装
飾
な
ど
の
説
明
を
し
な
が
ら
バ

ス
待
合
所
の
利
用
者
た
ち
と
交
流
し
ま

し
た
。

バ
ス
待
合
所

着
せ
替
え
作
戦
！

　
実
際
に
は
、
次
の
よ
う
に
地
道
な
作
業

を
し
て
癒
し
の
空
間
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
全
体
の
骨
格
と
な
る
箱
形
の
木
枠

（
幅
６
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
２
・
６
メ
ー
ト

ル
、
奥
行
き
２
・
５
メ
ー
ト
ル
）
は
、

学
内
の
実
習
室
内
で
完
成
さ
せ
、
内
装

を
仕
上
げ
て
か
ら
一
旦
解
体
し
て
現
地

で
再
度
組
み
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
場
で
の
作
業
は
１
日
の
み
の

た
め
、
授
業
の
合
間
を
見
つ
け
て
装
飾
物

を
作
成
し
ま
し
た
。
天
井
に
は
プ
ラ
板
で

作
っ
た
魚
や
、
輪
切
り
に
し
た
ス
ト
ロ
ー
と

丸
く
切
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
で
作
っ

た
泡
を
、
壁
面
に
は
様
々
な
素
材
を
縫
い

合
わ
せ
て
作
っ
た
布
に
よ
る
装
飾
を
施
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
床
面
に
は
書
道
の
下
敷
き
に

使
う
毛
氈
（
も
う
せ
ん
）
に
海
の
底
と
魚

の
影
を
描
い
て
作
ら
れ
た
マ
ッ
ト
を
敷
き

ま
し
た
。

　
ガ
ラ
ス
部
分
に
は
木
工
用
接
着
剤
と

水
彩
絵
の
具
を
混
ぜ
た
塗
料
を
塗
り
、

待
合
所
内
に
差
し
込
む
光
を
涼
し
げ
な

色
に
変
化
さ
せ
ま
し
た
。

日
常
生
活
か
ら
生
ま
れ
る

非
日
常
の
世
界

　
美
術
文
化
専
攻
書
画
・
工
芸
コ
ー
ス

の
３
年
生
15
人
が
、
本
校
の
授
業
「
地

域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」※
で
美
術
を
活
用
し

た
地
域
貢
献
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
幅

広
い
世
代
が
利
用
す
る
市
立
病
院
前
バ

ス
待
合
所
を
装
飾
し
て
平
成
28
年
８
月

３
日
〜
５
日
の
３
日
間
公
開
し
ま
し
た
。

地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
「
日
常
生

活
で
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
場
所
を
、

普
段
と
は
全
く
異
な
っ
た
空
間
に
装
飾

す
る
」
と
い
う
案
が
浮
か
び
あ
が
り
、

書
道
、
日
本
画
、
染
織
、
木
工
、
金
工

を
専
門
に
学
ぶ
学
生
な
ら
で
は
の
方
法

で
「
青
の
世
界
で
待
ち
合
わ
せ
」
を
テ
ー

マ
に
海
を
思
わ
せ
る
癒
し
の
空
間
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

バ
ス
待
合
所
を
市
民
の

〝
大
切
な
場
所
〟
に

変
え
た
い

　
国
道
に
面
し
て
い
て
人
の
目
に
触
れ

や
す
く
、
病
院
前
と
い
う
こ
と
で
お
年

寄
り
の
方
も
関
わ
り
や
す
い
と
い
う
理

由
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
は
市
立

病
院
前
の
バ
ス
待
合
所
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
残
念
な
こ
と
に
、
こ
こ
市
立
病

院
前
の
バ
ス
待
合
所
は
ゴ
ミ
が
多
い
た

め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
綺
麗
に
装

飾
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
ス
待
合
所
を

大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
、
ま
た
、
岩

見
沢
は
内
陸
地
で
海
が
見
え
な
い
の

で
、
こ
の
バ
ス
待
合
所
に
立
ち
寄
っ
て
、

気
軽
に
海
に
行
っ
た
感
覚
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
２
つ
の
願
い
を
込
め
ま

し
た
。

地
域
の
様
々
な

課
題
を
解
決
す
る
力

地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
解
決
に
向
け
て
、
大
学
が
地
元
の
企
業
や
団
体
の
協
力
を

得
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
か
ら
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
授
業
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
ア
ー
ト
の
力
で
「
バ
ス
待
合
所
を
涼
や
か
な
海
の
世
界
に
」
す
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

プロジェクトの舞台となったバス待合所

1819

Q7
岩見沢では、豪雪地帯ならではともいえる「雪とふれあい冬を楽しむ」祭典が毎年２月に開催されます。
その名は何というのでしょうか ? クイズの答えはP20へ

A P17 のクイズの答えは…  ①のお米です。全部の農産物を作っている面積の、約半分がお米です。
北村・栗沢町が合併したことによって、米の一大産地になりました。

現地での組み立て作業

芸術･スポーツの持つ A. 社会的包摂、
B. 地域活性化、C. 地域文化振興、D. 
高齢者福祉対策の４つのポテンシャル
を、地域を舞台とした企画立案･実践活
動を通して、深く学ぶ授業です。岩見沢校
の全専攻の学生が、自らの専門性を活か
した企画立案を行い、学内外の施設や地
域を利用して実践活動を行っています。

※ 地域プロジェクトとは

毛氈（もうせん）に描いたオリジナルのマット

授業の合間に縫い合わせ作業

バス待合所のガラスが海のイメージに

岩見沢校「芸術・スポーツ文化学科」の取り組み

地域プロ   ジェクトで地域の課題に向き合う



プロジェクトの舞台となった711系赤い電車
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Q8
岩見沢の地名の由来については、開拓使が炭坑までの道路を拓くときに川辺で浴（ゆあみ）
したことが起源といわれますが、その根拠は何でしょうか ? クイズの答えはP22へ

A P19 のクイズの答えは…  ズバリ「IWAMIZAWA ドカ雪まつり」です。
雪像やすべり台などは想像がつきますが、変わったところでは「人間ばんば競争」も行われます。

岩見沢校「芸術・スポーツ文化学科」の取り組み

会場設営も学生たちが力を合わせて一から行います

い
し
ま
し
た
。
他
に
も
近
隣
住
民
へ
の

周
知
、
地
元
警
察
署
や
消
防
署
と
の
折

衝
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
裏
側
を
隈
な
く

経
験
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
ア
ー
ト
系

イ
ベ
ン
ト
へ
の
意
識
が
変
化
す
る
様
子

が
見
て
取
れ
て
、
教
員
に
も
刺
激
と
な

り
ま
し
た
。

い
わ
な
び

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

　
タ
イ
ト
ル
の
「
い
わ
な
び
」
は
「
岩

見
沢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の
愛
称

で
す
。
そ
こ
を
舞
台
と
し
た
”い
わ
な

び
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
“
と
は
、
地

域
で
様
々
な
活
動
を
行
う
市
民
な
ど
が

講
師
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
授
業
で

は
教
わ
ら
な
い
、
様
々
な
こ
と
を
学
ん

で
も
ら
う
取
り
組
み
で
、
通
称
は
「
い

わ
チ
ャ
レ
」
で
す
。

　
上
の
図
は
岩
見
沢
校
の
全
専
攻
を
対

象
と
し
た
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
授

業
内
の「
地
域
文
化
促
進
ク
ラ
ス（
指
導
：

宇
田
川
耕
一
教
授
）」
が
平
成
28
年
７
月

16
日
に
実
施
し
た
「
み
ん
な
で
え
ん
そ

う
し
よ
う
♪
わ
た
し
だ
け
の
楽
器
づ
く

り
」
と
い
う
「
い
わ
な
び
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ク
ー
ル
」
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
で
す
。

専
攻
の
枠
を
超
え
た

「
音
楽
＋
も
の
づ
く
り
」
の

イ
ベ
ン
ト

　
主
に
音
楽
文
化
専
攻
の
学
生
が
子
ど

も
た
ち
に
演
奏
の
指
導
を
し
、
他
の
専

攻
の
学
生
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
器
づ
く
り

を
担
当
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
音

楽
と
工
作
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
の

が
狙
い
で
し
た
。
終
了
後
の
学
生
の
声

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　「
予
備
の
材
料
（
の
準
備
）
が
不
足

し
て
い
た
」「
子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
も
っ
と
積
極
的
に
す
れ
ば
良

か
っ
た
」
と
い
う
反
省
の
他
、「
事
前

準
備
を
綿
密
に
行
え
た
た
め
、
本
番
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
た
」「
自
分
た

ち
も
子
ど
も
た

ち
も
楽
し
め
た
、

満
点
!!
」
と
い

う
自
画
自
賛

（
？
）
の
声
も
あ

り
、
学
生
が
自

ら
発
想
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
地
域

と
の
連
携
で
実

現
す
る
と
い
う

ス
テ
ッ
プ
に

よ
っ
て
、
確
実

に
成
長
し
た
の

で
は
な
い
か
と

い
う
手
応
え
が

伝
わ
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

in 
農
産
地

　
岩
見
沢
校
で
は
主
に
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
の
学
生
を
対
象
に
し

た
「
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」※

と

い
う
授
業
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
岩

見
沢
市
の
農
業
生
産
法
人
（
株
）
道
下

産
地
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
同
法
人
が

運
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
大
地
の
テ
ラ

ス
」
を
会
場
と
し
て
、
栗
沢
町
上
幌
地

域
振
興
に
つ
い
て
「
大
学
」
と
「
地
域
」

と
が
ど
の
よ
う
な
連
携
が
で
き
る
か
を

テ
ー
マ
に
実
践
型
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

夏
だ
、
祭
り
だ
、
学
生
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
彩
な
催
し
へ

　「
上
幌
の
夏
祭
り
」↓「
ほ
ろ
な
つ
祭
」

と
題
し
て
、
学
生
が
平
成
28
年
８
月
17

日
、
18
日
の
２
日
間
、「
大
地
の
テ
ラ
ス
」

内
で
ジ
オ
ラ
マ
展
示
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

ミ
ニ
縁
日
（
コ
イ
ン
落
と
し
他
）、
古
米

を
使
用
し
た
絵
葉
書
づ
く
り
な
ど
多
彩

な
催
し
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は

打
ち
上
げ
花
火
５０
発

　
左
上
の
写
真
は
ま
る
で
絵
画
の
よ
う

に
も
見
え
ま
す
が
、「
大
地
の
テ
ラ
ス
」

敷
地
内
に
静
態
保
存
さ
れ
て
い
る
７
１

１
系
赤
い
電
車
を
背
景
に
花
火
を
50
発

打
ち
上
げ
る
と
い
う
、
祭
り
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
様
子
で
す
。
地
元
の
（
株
）

湯
浅
火
薬
銃
砲
店
に
学
生
が
飛
び
込
み

営
業
の
上
、
ほ
ぼ
原
価
で
の
花
火
調
達

に
成
功
、
当
日
の
打
ち
上
げ
ま
で
お
願
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新
た
な
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
を

発
想
す
る
力

全
国
各
地
で
共
通
し
て
抱
え
て
い
る
高
齢
化
、
少
子
化
、
人
口
減
少
、
農
産
地
、
商
店
街
の
衰
退
等
の

課
題
解
決
に
向
け
て
、
岩
見
沢
校
で
は
地
元
の
企
業
や
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
地
域
（
地
方
自
治
体
）
及
び
大
学
（
大
学
生
・
教
員
）
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
、
継
続
的
に
実
施
で
き
る
仕
組
み
作
り
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
新
た
な
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
を
「
発
想
す
る
力
」
が
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

新たな文化ビジネスを「発想する力」を身につけるの
が目的の「地域プロジェクト」ですが、全専攻の学生が
９つのクラスに分かれて取り組んだ授業内容を、毎年
１枚のパネルにしてi-BOX（P15参照）や学内で展示
しています。どれもユニークで楽しいものばかり、地域
の方々からの評判も上々です。

地域プロジェクトの成果展示パネル

c o l u m n

赤い電車内での本格的なマジックショー

赤い電車と花火の華麗なる競演 農産地ならではの古米を使った絵葉書づくり

岩見沢市教育委員会学習活動支援係によるチラシ

いわなびチャレンジスクール実施 地域活性化プロジェクトで実践を学ぶ

※地域活性化プロジェクトについては、P05もご参照ください。
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A P21 のクイズの答えは…  現在岩見沢神社にある巖見澤紀（岩見沢市文化財）の碑文によれば、
この地は唯一の憩いの場所として「浴澤（ゆあみさわ）」と称するようになったと言われています。

地
域
再
生
の
核
と
し
て
活
躍
で
き
る
力

大
学
が
地
元
の
小
・
中
・
高
等
学
校
、
企
業
や
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

地
域
活
性
化
に
向
け
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
が
実
際
に
自
分
の
足
で
調
査
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・
立
案
・
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
へ
の
理
解
が
よ
り
深
ま
り
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
大
学
が
地
域
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
と
い
う
好
循
環
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

I WAM I Z AWA
0 40 4

t o p i c s

c a m p u s

中
学
生
と
大
学
生
で

黒
板
ジ
ャ
ッ
ク

　
平
成
28
年
２
月
15
日
、
岩
見
沢
市
立

光
陵
中
学
校
の
美
術
部
員
23
人
と
美
術

文
化
専
攻
の
学
生
有
志
18
人
が
合
同
制

作
し
た
「
黒
板
ア
ー
ト
」※

が
光
陵
中
の

教
室
の
黒
板
を
ジ
ャ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、「
卒
業
し
て
い
く
３
年
生

へ
な
に
か
贈
り
た
い
！
」「
皆
を
驚
か
せ

た
い
！
」
と
い
う
中
学
生
の
想
い
か
ら

生
ま
れ
、
岩
見
沢
校
の
学
生
へ
技
術
指

導
・
合
同
制
作
の
依
頼
が
あ
り
実
現
し

た
も
の
で
す
。

じ
っ
く
り
と
長
い
時
間
を

か
け
た
取
り
組
み

　
平
成
27
年
11
月
か
ら
打
合
せ
を
開
始

し
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
生
徒
の

　
完
成
し
た
５
作
品
の
う
ち
、
２
点
は

公
開
後
、
１
〜
２
週
間
ほ
ど
保
存
さ
れ
、

学
内
だ
け
で
な
く
広
く
一
般
の
方
に
も

公
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
聞
記
事

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
大
き
な
話

題
と
な
り
ま
し
た
。

想
い
を
引
き
出
し
な
が
ら
原
案
を
作
成

し
た
り
、
部
活
動
の
時
間
を
使
っ
て
レ

ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
り
と
長
い
時
間
を

か
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
２

月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
で
完
成
さ
せ

た
「
黒
板
ア
ー
ト
」
は
、２
月
15
日
の
朝
、

登
校
し
て
く
る
生
徒
た
ち
を
驚
か
せ
ま

し
た
。各

教
室
に
合
わ
せ
た

作
品
を
制
作

　
高
校
入
試
を
控
え
る
３
年
生
の
教
室

の
黒
板
に
は
美
術
部
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
チ

メ
ー
バ
く
ん
」
が
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
姿

で
応
援
す
る
姿
や
３
年
間
の
思
い
出
を

表
現
し
た
作
品
。
美
術
室
に
は
宇
宙
空

間
、
家
庭
科
室
に
は
教
室
と
海
を
か
け

合
わ
せ
た
世
界
と
い
っ
た
よ
う
に
夢
の

あ
る
世
界
も
描
き
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
部
は
岩
見
沢
市
内
で

サ
ッ
カ
ー
教
室「
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」

を
開
催
し
、中
学
生
に
対
し
て
サ
ッ

カ
ー
指
導
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、人

工
芝
と
な
っ
た
サ
ッ
カ
ー
場
を
市
内

の
小
・
中
・
高
等
学
校
に
開
放
す
る

な
ど
、地
域
と
の
結
び
つ
き
を
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
出
場
の
常
連
と
な
っ
た

サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
支
援
を
目
的
に
、地

域
の
企
業
に
対
し
て
資
金
援
助
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、平
成
28
年
度

か
ら
岩
見
沢
市
内
の
ホ
テ
ル
や
遊
園

地
を
経
営
す
る「
空
知
リ
ゾ
ー
ト
シ

テ
ィ
」、介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
オ
ア
シ
ス
」の
２
社
が
新
た
に
サ

ポ
ー
ト
企
業
に
加
わ
り
ま
し
た
。サ

ポ
ー
ト
企
業
は
、ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー

ト
情
報
提
供
の「
ア
ル
キ
タ
」と
中
古

車
販
売
の「
オ
ー
ト×

オ
ー
ト
」に
市

内
２
企
業
を
含
め
４
社
と
な
り
、心

強
い
地
元
企
業
の
支
援
に
学
生
の
士

気
も
高
ま
り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

サ
ポ
ー
ト
企
業
の
獲
得

黒板ジャックで地元中学生と交流c o l u m n

自慢の新しい人工芝でのびのびとプレーするサッカー部員 サポート企業のロゴが入ったユニフォーム

教室と海をかけ合わせた独自の世界（右上）美術部のマスコット「チメーバくん」、（右下）大学生と地元中学生との共同制作、（左上）準備は長く仕上げは2日間で一気に、（左下）美術室に突如現れた宇宙空間

岩見沢校「芸術・スポーツ文化学科」の取り組み

岩見沢校 YouTube 検索

岩見沢校のYouTubeで
公開中です。

※ 黒板アート

編 集

後 記

本レポートの編集にご協力くださいました学外・学内の皆様、本当にありがとうございます。今回の編集作業を
通して、函館校と岩見沢校に「地域学」と「芸術・スポーツ文化学」という2つの学びの基盤が、着実に根を下ろ
していることを実感しました。両校の新たなチャレンジは始まったばかりです。このレポートを読んで下さったあな
たとともに、さらに2つの学科が発展・飛翔できればとスタッフ一同心より願っております。（う）

編集スタッフ：松浦 俊彦、伊藤 泰（函館校）・宇田川 耕一、舩岳 紘行（岩見沢校）


